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研究成果の概要（和文）：コロナ禍のため、ラオス国における現地調査が不可能であった。そのため、2017年に
ラオス国で実施された全国世帯調査のデータを用いて研究を行った。その結果、他の要因を統計的に調整して
も、手洗い場に石鹸が無い世帯の乳幼児は、手洗い場に石鹸がある世帯の乳幼児に比べて、より多くの下痢症エ
ピソードを発症していることが判明した。さらに、他の要因を統計的に調整しても、手洗い場に石鹸があるかど
うかは、世帯主の経済状況や学歴と関連していることが判明した。

研究成果の概要（英文）：Because of the COVID-19 pandemic, we were unable to carry out filed surveys 
in Lao PDR. Therefore, for this study, we used data that were collected through a nationwide 
household survey in 2017. As a result of multi-variate analyses where potential confounding factors 
were statistically controlled, we demonstrated that children under five years of age whose 
households did not place a soap at handwashing facility were significantly more likely to report a 
diarrhea episode, compared to their counterparts whose households placed a soap at handwashing 
facility. We also demonstrated that it depended on the level of the economy and educational 
attainment of household heads whether households placed a soap at handwashing facility.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
途上国の農村では、下痢症は主な健康問題の一つである。下痢症罹患の約30％は、石鹸を用いた手洗い行動によ
って予防可能といわれているものの、その行動は普及していない。
本研究は、ラオス国において石鹸を用いた手洗い普及するための情報を提供することができた。すなわち、手洗
い場に石鹸を設置する世帯を増やすことによって、5歳未満児の下痢症の罹患率を減少できる可能性を示した。
加えて、石鹸を入手しやすくすることや石鹸使用の重要性を教育すること等によって、石鹸を設置する世帯が増
える可能性を示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 世界では、下痢症は 5 歳未満児の死因の第 2 位であり、毎年 17 億人の子供が下痢症に罹患し
ていると推定されている。下痢症の多くは予防可能である。清潔な水の供給、トイレ・下水道等
の衛生設備の整備、および石鹸を用いた手洗い・煮沸等の処理を施した水の飲用などの衛生行動
によって下痢症を予防することができる。とりわけ、石鹸を用いた手洗いや煮沸処理した水の飲
用などの衛生行動の推進は、特別な設備・予算を必要としないので、途上国において直ぐに取り
組むことができる対策である。石鹸を用いた手洗いは、費用対効果が高く、途上国における下痢
症の罹患エピソードをおおよそ 30％減少させることができると推計されている。石鹸を用いた
手洗いは、石鹸と清潔な水さえあれば実施できるものの、その実施率は低い。排便後や乳幼児の
オムツを交換した後に、石鹸で手を洗っている人の割合は、世界人口の 19％前後と推計されて
いる。 
 ポジティブ・デビエンス・アプローチ（以下、ＰＤアプローチと略す）は、行動変容の一つの
手段である。基本的な概念は、「どんなコミュニティや組織にあっても通常と異なった行動を取
る個人やグループがおり、彼ら・彼女らは、他の人たちと同じ課題を抱えているにも関わらず、
より上手にその課題を解決する」ということの発見である。そういう変わった人を「ポジティブ・
デビエント」（以下、ポジデビと略す）と言う。ＰＤアプローチは、1990 年に米国の NGO によ
ってベトナムで最初に実践された。3 歳児未満の 64％が栄養不良である村において、栄養不良
でない 36％の中で、栄養不良の子供たちと同じように貧しい家庭の子供たちがポジデビとして
選ばれ観察された。そして、ポジデビにしか見られない特徴がいくつか発見された。例えば、サ
ツマイモの葉、田んぼからいくらでもとれる小エビ、小カニなど通常の家庭で子供たちには不適
切とされていた食材をポジデビは母親から与えられていた。このようなポジデビの特徴は栄養
不良の子供の母親たちにも取り入れられ、子供たちの栄養不良が改善されていった。 
 ＰＤアプローチは、保健医療分野（栄養改善、院内感染対策、女性器切除、肥満対策など）の
みならず、教育やビジネスなど様々な分野において、55 か国以上で活用されてきた。しかしな
がら、途上国における石鹸を用いた手洗い行動に焦点をおいた、ＰＤアプローチを用いた研究成
果は、これまで報告されていない。そこで本研究は、「ＰＤアプローチを活用することによって、
排便後・調理前の石鹸を用いた手洗いを途上国の農村にて普及させることができるかどうか」と
いう問いに答えることを目標とする。 
 途上国の農村や学校において石鹸を用いた手洗いを普及させることを目的とした研究や実践
の多くは、「水道施設や石鹸、手洗いの重要性・方法等に関する健康教育が提供されれば、石鹸
を用いた手洗い行動は普及する」という前提のもとに実施されてきた。実際に、石鹸を用いた手
洗い行動へ行動変容が起こる場合があっても、変容した行動が長続きしない場合も少なくない。
特に住民参加が乏しい状況下において、行政や NGO などの住民外部が井戸などの水道施設を提
供し、専門家が健康教育を提供する場合は、住民の行動変容が起こりにくく、起こったとしても
長続きしない場合が多いと考えられている。この理由は、石鹸を用いた手洗い行動の維持には、
社会的・文化的・心理的な要因など様々な要因が関与しているからだと考えられている。  
 ＰＤアプローチは、行政や NGO、保健の専門家などの住民外部からのインプットに依存する
のではなく、住民内部のアセット(asset)に注目したアプローチである。従って、本研究は、住民
外部からのインプットを介入とする先行研究とは異なる。先に挙げたベトナムの事例は、4 村の
パイロット村における成果が 250 村まで広がった。ポジデビは、特別な予算を使わずに既にコ
ミュニティで実践されているモデルである。よって、本研究の成果は、特別な予算を投入せずに、
スケールアップできる可能性がある。石鹸を用いた手洗いは、下痢症だけでなく、他の感染症予
防にも効果があるので、本研究の成果は下痢症対策にとどまらない。 
  
 
２．研究の目的 
当初の本研究の目的は、石鹸を用いた手洗い行動が普及していない途上国の農村にて、石鹸を

用いた手洗いを日常的に行っている住民（ポジデビ）に注目し、手洗い行動の促進・維持に関与
していると推定される特徴を明らかにし、その特徴を他の住民が取り入れることによって、村全
体に手洗い行動を普及させることができるかどうかを調べることであった。加えて、普及した手
洗い行動によって、下痢症の罹患率・有病率が減少するかどうかも副目的として取り組む予定で
あった。しかしながら、新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより、ラオス国へ渡航する
ことができず、当初の目的を達成することはできなかった。そこで、石鹸を用いた手洗いの普及
に役立つ情報を得るため、ラオス国の全国世帯調査で得らえたデータの解析を行い、石鹸を用い
た手洗いの決定要因を探った。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、Lao Social Indicator Survey II によって得られたデータを用いた。データは、



UNICEF (https://mics.unicef.org/surveys)から入手した。 二つの研究を実施した。研究１のア
ウトカムは、過去 2 週間以内に発生した保護者の自己申告による 5 歳未満児の下痢症エピソー
ドとした。研究 2 のアウトカムは、自宅の手洗い設備に石鹸が置かれているかどうか（調査員の
観察結果）とした。なお、研究方法の詳細については、以下の論文に記載されているのでご参照
願いたい。 
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33466953/ 
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/35040349/ 
研究 1 では、主な予測因子である手洗い場に石鹸が置かれているかどうかとアウトカム（前

述の下痢症エピソード）との関連を、12 の因子を調整しながら、混合効果モデルによるロジス
ティック回帰分析によって解析した。調整した因子は、個人レベルでは、5 歳未満児の性別、年
齢、保護者の監督などであった。保護者レベルでは、保護者の年齢と学歴であった。世帯レベル
では、世帯人数、衛生設備、飲料水の水源、家畜保有の有無、携帯電話や自動車などの世帯資産
の有無に基づく世帯裕福度等であった。村レベルでは、居住地域と水質であった。 
研究 2 では、主な予測因子である世帯主の社会経済的特徴（裕福度と教育歴）とアウトカム

（前述の石鹸の有無）の関連を、12 の因子を調整しながら、混合効果モデルによるロジスティ
ック回帰分析によって解析した。調整した因子は、世帯主の民族、世帯における 5 歳未満児の有
無、家畜保有の有無、居住地域などであった。 
 
 
４．研究成果 
手洗い場に水はあるが石鹸はない世帯の 5 歳未満児は、手洗い場に水と石鹸の両方が利

用できる世帯の 5 歳未満児に比べて、下痢症エピソードの罹患が統計学的に有意に多いこ
とが分かった（下痢罹患率：8.1% vs. 5.9%、オッズ比：1.49、95%信頼区間：1.22- 1.81)。 
 世帯裕福度が最も高い世帯（上位 25％）は、世帯裕福度が最も低い世帯（下位 25％）と比べ
て、手洗い場に石鹸を置いている割合が統計学的に有意に高いことが分かった（石鹸を置いて
いる割合：86.3% vs. 32.8%、オッズ比：6.24、95%信頼区間：5.33-7.32)。加えて、教育歴
が最も高い（中学または高校卒以上）世帯主の世帯は、教育歴が最も低い（小学校卒以下）世帯
主の世帯と比べて、手洗い場に石鹸を置いている割合が統計学的に有意に高いことが分かった
（石鹸を置いている割合：74.9% vs. 43.6%、オッズ比：1.59、95%信頼区間：1.41-1.79)。 
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